
　外国人技能実習生受入までの流れ

面接までにいただく書類
・組合加入申込書、組合加入誓約書、出資･賦課金同意書
・決算書2期分
・登記簿謄本コピー
・募集要項（法人説明・事業概要説明・待遇・給与等）
・業務内容説明・現場写真、現場確認
・基本合意書
・雇用契約書、雇用条件書作成※
・賃金規定
・会社カレンダー
・36協定、変形労働の届出書
※面接前にご用意いただけなかった場合、下記スケジュールが遅れることもあります。

・現地での募集（2週間～1ヶ月程度）
・現地選考会
例：学力・実技・日本語力・面接
・内定者決定

1.5ヶ月

外国人技能実習生受入事業

スタート

1～2ヶ月



計画認定書類準備
申請書一式 面接後1カ月
（下記、申請書作成に必要な書類）
・実習責任者、実習指導員、生活指導員の方の健康保険証の写しと履歴書面接後２週間
・住まいに関する書類 〃
計画認定書類・企業分完成 面接後1.5カ月
・役員の住民票（本籍あり、マイナンバーなし、本人のみ） 面接後1カ月
・登記簿謄本原本 〃
・申請書への押印 面接後1.5カ月
必要になる可能性のある書類
・社会保険決定通知書
計画認手書類作成・確認 面接後２カ月
計画認定申請（外国人技能実習機構へ） 面接後２カ月
計画認定（外国人技能実習機構より） 面接後４カ月
出入国在留管理庁申請 面接後５カ月
出入国管理局管理庁許可 面接後６カ月

入国後の講習
・技能実習生の法的保護講習（消防・警察・入管法・労働基準法）
・円滑な技能等の習得に関する知識（日本語・専門用語等）
住まいの準備・生活必需品準備

実習実施者（企業等）に配属（入社）
実習開始

1ヶ月程度

6ヶ月


